
観光を取り巻く社会環境の動向

１ 主な潮流の変化
⑴ 時代の潮流に伴う変化
① 人口減少社会・少子高齢化
・日本の人口減少は歯止めがかからず，2052年には1億人程度となり，2065年には約30%が減少する見通しである。
・少子高齢化が急速に進行し，2065年には総人口の約38%が65歳以上になり，生産年齢人口は2065年には約40%減少する見通しである。
・このような人口減少と少子高齢化は，「働き手」の減少につながり，日本全体の経済を縮小させ，一人当たりの国民所得を低下させるおそれがある。そして，地方におい
ては，担い手の減少だけでなく，消費市場が縮小し，地方の経済が縮小するなど社会的・経済的な課題を抱えることとなる。
・観光によって生み出される国内外からの交流人口の増大とそれに伴う旅行消費は，地域の活性化と経済に大きな効果をもたらしており，直接的な消費額だけにとどまる
ものではなく，地域の様々な産業に対して，生産波及効果や雇用誘発効果も創出することから，観光は地方創生の切り札とされている。

② 新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」という。）感染拡大以前の変化
・個人旅行の増加等，旅行形態が多様化している。
・「爆買い」に代表される「モノ消費」から日本ならではの文化や自然等を体験・体感する「コト消費」へシフトした。
・ＩＴ化の進展やソーシャルメディアの普及等に伴う観光に関する情報収集形態が変化している。

③ 感染症の影響
・感染症の世界的な流行は，入国制限や海外渡航禁止等の措置，緊急事態宣言に伴う外出自粛等により，
人の活動が制限され国内外の観光需要が消失した。
・一方で，感染症の流行を契機として人々の生活様式に様々な変化が見られ，混雑回避や非接触型サービスに対する旅行者ニーズが増加したことによる「IT活用の必
要性の更なる高まり」や密を避けた「個人・少人数旅行」，「県内旅行等の近隣地域内での観光（いわゆるマイクロツーリズム）の増加」，キャンプ・グランピングなどの
「アウトドア活動への需要の高まり」，「サステナブルへの意識の高まり」といった変化が見られている。
・訪日外国人旅行についても，アウトドアアクティビティや自然への志向の高まりなどが見られる。

④ 持続可能な開発目標（SDGs）への貢献と持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）の推進
・各国を訪れる旅行者が増加の一途にある状況の中で，適切な観光地マネジメントのあり方が，
世界共通の課題として注目されていたところであり，今般の感染症の感染拡大により，
「旅行者から選ばれる観光地」となるよう，持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）の重要性が高まっている。
・そのような中，観光庁においては，「住んでよし，訪れてよし」の観光地域づくりを実現するためには，
観光客と地域住民の双方に配慮し，多面的かつ客観的なデータ計測と中長期的な計画に基づく総合的
な観光地マネジメントを行うことが重要であると捉え，持続可能な観光地マネジメントを行うための支援ツールとして
国際基準に準拠した持続可能な観光指標「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」を開発した。

⑤ デジタルテクノロジーの進展
・近年，ICT（情報通信技術）をめぐる技術が急速に進展しており，特に，スマートフォンやIoT（モノのインターネット）の普及，
VR等の活用などにより新たな技術やサービスが次々と登場し，経済・社会のデジタル化が進展している。
・観光分野においては，Web上で予約・決済を完結させるOTAや情報サイトなどからの情報収集が一般化しており，
観光地経営においては，ビッグデータ等に基づく市場分析が浸透している。
・こうした様々なデジタルツール・サービスを利用できる環境が整いつつあり，デジタル技術を活用する機運が急速に高まっていることから，
デジタル技術を複合的に活用しながら，観光地における課題解決や観光サービスの変革，新たな観光需要を創出する観光DXの推進も重要である。
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観光庁「観光DX推進プロジェクト」



観光を取り巻く社会環境の動向

１ 主な潮流の変化
⑵ 日本人国内旅行の状況
・国内の旅行回数や旅行消費額は，旅行環境に恵まれいずれも増加した年があるものの，台風や猛暑等の天候要因もあり，総合的には横ばい状態が続いていた。
・近年は，感染症の影響が特に大きく，国内の旅行回数や宿泊数は減少しており，旅行消費額も減少している。
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出典：観光庁「観光白書」

出典：観光庁「観光白書」
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観光を取り巻く社会環境の動向

１ 主な潮流の変化
⑶ 訪日外国人旅行の状況
・2019年までは，国やJNTOの各種取組（ビザの戦略的緩和や対外プロモーションなど）により，訪日外国人旅行者数は過去最高を更新していたが，感染症の影響に
より，水際措置の強化に伴い，大きく減少した。
・感染症の感染拡大前においても，訪日外国人の属性に大きな変化はなく，国・地域別では，アジアからの訪日旅行者が全体の中で多くを占めており，その中でも，とり
わけ東アジア（中国や韓国など）からの訪問が特に多い。

出典：観光庁「観光白書」
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出典：観光庁「観光白書」 左図…R元年，右図…R3年
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観光を取り巻く社会環境の動向

２ 国・県の動向
⑴ 国の動向
・人口が減り，少子高齢化が進む中，交流人口の拡大を目指すとともに，観光産業の裾野は極めて広く，大きな経済波及効果を有することから，「観光立国推進基本
計画」や「明日の日本を支える観光ビジョン」に基づき，観光立国の実現に向け各種施策に取り組んでいる。
・感染症の感染拡大期においては，観光需要が減少し厳しい状況にある観光事業者に対し資金繰りの支援や従業員の雇用の維持につながる施策を展開するほか，観
光需要の喚起策を展開した。
・現在は，アフターコロナを見据え，「地域・産業・住民における地域活性化の好循環の創出」や「稼げる地域・稼げる産業」の実現を目指している。
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出典：観光庁「明日の日本を支える観光ビジョン」，「観光立国推進基本計画」，「アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて」より作成

明日の日本を支える観光ビジョン
（平成２８年）

観光立国推進基本計画
（平成２９年度~平成３２年度）

アフターコロナを見据えた
観光地・観光産業の再生に向けて

（令和４年）

方向
性

＜視点①＞観光資源の魅力を見極め，地方創
生の礎に」
＜視点②＞観光産業を革新し，国際競争力を
高め，我が国の基幹産業に
＜視点③＞すべての旅行者がストレスなく快適に
観光を満喫できる環境に

「明日の日本を支える観光ビジョン」を踏まえ，観
光は国の成長戦略の柱，地方創生への切り札
であるという認識のもと，拡大する世界の観光需
要を取り込み，世界が訪れたくなる「観光先進
国・日本」への飛躍を図る。

・観光地の面的な再生・高付加価値化の推進，
持続可能な観光地経営の確立
・その中核を担う観光産業の構造的課題の解決

施策
等

＜視点①＞「魅力ある公的施設」をひろく国民，
そして世界に開放 等
＜視点②＞古い規制を見直し，生産性を大切に
する観光産業へ 等
＜視点③＞ソフトインフラを飛躍的に改善し，世
界一快適な滞在を実現 等

①国際競争力の高い魅力ある観光地域の形成
②観光産業の国際競争力の強化及び観光の
振興に寄与する人材の育成
③国際観光の振興
④観光旅行の促進のための環境の整備

＜宿泊業＞
・企業的経営への転換 等
＜旅行業＞
・価値創造型ビジネスへの転換，送客型から誘
客型へのシフト 等
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出典：観光庁「明日の日本を支える観光ビジョン」，「観光立国推進基本計画」，「アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて」より作成



観光を取り巻く社会環境の動向

２ 国・県の動向
⑵ 県の動向
・観光立県とちぎの実現を図るとともに，感染症の影響を踏まえ，早期の観光需要の回復，「新しい生活様式」への対応なども含めた更なる観光振興を図るため，県，
市町，観光関連団体，観光事業者，交通事業者，県民等が協働して取り組む５年間の新たな指針として，「新とちぎ観光立県戦略」を令和３年に策定した。
・その中では，「選ばれる観光地づくりの推進」や「観光客受入体制の整備」，「国内観光客の誘客強化」，「外国人観光客の誘客強化」を掲げている。
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